
フ
ラ
ン
ス
観
光
開
発
機
構
と
討
議

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
役
員
会
、パ
リ
市
と
ル
ー
ア
ン
市
も
視
察

「
韓
国
復
活
研
修
旅
行
」を
実
施

交
流
人
口
１
０
０
０
万
人
の
早
期
達
成
目
指
す

e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
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J
A
T
A
役
員
会
は
12
月
3
日
か
ら
8
日
ま

で
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
、パ
リ
市
と
ル
ー
ア
ン
市
を
視

察
し
た
ほ
か
、フ
ラ
ン
ス
観
光
開
発
機
構
と
の
討

議
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

7
日
に
パ
リ
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た

同
機
構
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
、日
本
側
か

ら
J
A
T
A
役
員
と
観
光
庁
の
瓦
林
康
人
審

議
官
、日
本
航
空
と
全
日
空
の
パ
リ
支
店
長
、

J
N
T
O
パ
リ
事
務
所
長
、在
パ
リ
の
ツ
ア
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
な
ど
が
出
席
。フ
ラ
ンス
側
か
ら
は
同
機

構
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン・マン
テ
イ
総
裁
や
フ
レ
デ
リ
ッ

ク・マ
ゼ
ン
ク
在
日
代
表
を
は
じ
め
、パ
リ
観
光
局
、

エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
、パ
リ
空
港
公
団
な
ど
の
関
係
者

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
フ
ラ
ン

ス
観
光
開
発
機
構
と
の
信
頼
関
係
に
基
づ
く

J
A
T
A
に
よ
る
1
年
間
の
取
り
組
みへの
謝
意

が
表
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、訪
仏
外
国
人
旅
行
者

全
体
で
は
ほ
ぼ
平
年
並
み
に
回
復
す
る一方
、日

本
人
旅
行
者
の
回
復
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
パ
リ
市
観
光
局
に
よ
る
と
、今
年
1
月
か
ら

9
月
ま
で
の
日
本
人
旅
行
者
数
は
前
年
同
期
比

46
％
減
に
と
ど
ま
って
い
る
も
の
の
、同
観
光
局
と

し
て
は
、日
本
が
非
常
に
重
要
な
市
場
で
あ
る
こ

と
か
ら
、需
要
回
復
に
向
け
た
努
力
を
継
続
し
て

　
J
A
T
A
は
12
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
の
3
日

間
に
わ
たって
、韓
国
観
光
公
社（
K
T
O
）と
大
韓

航
空
の
協
力
に
よ
り「
韓
国
復
活
研
修
旅
行
」を
実

施
し
、「

山
、蔚
山
、慶
州
コ
ー
ス
」「
平
昌
冬
季
オ

リ
ン
ピック
コ
ー
ス
」「
百
済
歴
史
コ
ー
ス
」の
3
コ
ー
ス

に
約
１
５
０

人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

13
日
に

は
、9
月
に

発
生
し
た

地
震
に
よ
る

風
評
被
害
の

影
響
を
受

け
て
い
る
慶

お
り
、今
年
3
月
に
開
催
さ
れ
る
ラ
ン
デ
ブ
ー
フ
ラ

ン
ス
で
日
本
か
ら
の
バ
イ
ヤ
ー
向
け
に
ル
ー
ア
ン
で

の
ワ
ー
ク
ショップ
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
側
か
ら
は
、越
智
良
典
J
A
T
A
事
務

局
長
が
フ
ラ
ン
スへの
旅
行
需
要
回
復
に
向
け
た

J
A
T
A
の
取
り
組
み
を
説
明
し
、第
4
四
半
期

に
は
前
年
対
比
で
80
％
ま
で
戻
って
い
る
こ
と
を

指
摘
。10
月
以
降
は
、シ
ニ
ア
向
け
パッ
ケ
ー
ジ
が

好
調
に
推
移
し
て
お
り
、2
0
1
7
年
に
は
教
育

マ
ー
ケ
ッ
ト
も
回
復
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
見
通

し
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、田
川
博
己
J
A
T
A
会
長
が
日
本
市

州
市
で「
日
韓
観
光
交
流
の
夕
べ
」が
開
催
さ
れ
、日

本
側
か
ら
は
田
川
博
己
J
A
T
A
会
長
、菊
間
潤

吾
J
A
T
A
副
会
長
、韓
国
側
か
ら
は
文
化
体
育

観
光
部
の
趙
允
旋
長
官
、K
T
O
の
鄭
昌
洙
社
長
、

韓
国
旅
行
業
協
会（
K
A
T
A
）の
梁
武
承
会
長
ら

が
出
席
し
、日
韓
両
国
間
に
お
け
る
今
後
の
交
流

拡
大
や
年
間
交
流
人
口
1
0
0
0
万
人
の
早
期
実

現
を
目
指
す
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

田
川
会
長
は「
日
本
で
は
災
害
が
多
く
、風

評
被
害
の
大
変
さ
は
身
に
し
み
て
い
る
。復
興

の
た
め
に
力
に
な
れ
る
の
が
観
光
だ
」と
挨
拶
。

「
今
回
の
研
修
旅
行
で
得
た
情
報
を
お
客
様
に

し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、1
0
0
0
万

人
の
達
成
に
つ
な
が
る
」と
強
調
し
ま
し
た
。ま

た
、菊
間
副
会
長
は「
日
本
か
ら
の
出
国
者
数

場
向
け
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て「
ネ
ッ
ト
で
の
情
報

収
集
は
簡
単
だ
が
、物
語
が
作
れ
る
よ
う
な
情
報

が
必
要
」と
強
調
。「
今
こ
そ
、新
し
い
海
外
旅
行

を
つ
く
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、フ
ラ
ン
ス
は
観
光
素

材
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
か
ら
、商
品
造
成
担
当
の

現
場
社
員
と
コ
ミュニ
ケ
ー
ション
を
重
ね
て
欲
し

い
」と
要
請
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、パ
リ
市
観
光
局
の
ピ
エ
ー
ル・

シ
ャ
ピ
ラ
総
裁
は
、「
日
本
人
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
が

変
化
し
て
き
て
お
り
、建
築
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、コ

ス
モ
ポ
リ
タ
ン
、職
人
の
街
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た

素
材
を
提
供
し
た
い
」と
応
じ
ま
し
た
。

を
年
間
2
0
0
0
万
人
に
す
る
に
は
、韓
国
への

旅
行
者
数
も
2
3
0
万
人
か
ら
3
0
0
万
人
、

4
0
0
万
人
へ
と
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
指
摘
し
、「
来
年
は『
韓
国
旅
行
復
活
の

年
』に
し
た
い
」と
決
意
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、韓
国
文
化
体
育
観
光
部
の
趙
長
官

は
、2
0
1
8
年
に
韓
国・平
昌
で
冬
季
五
輪
、

2
0
2
0
年
に
は
東
京
で
オ
リ
ン
ピッ
ク・パ
ラ
リ

ン
ピッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
言
及
し
、「
両
国

の
プ
レ
ゼ
ンス
を
高
め
る
良
い
機
会
で
あ
り
、両
国

が
協
力
し
て
共

同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
展
開
し
、そ

れ
ぞ
れ
の
観
光

発
展
に
資
す
る

取
り
組
み
を
進

め
る
べ
き
だ
」と

訴
え
ま
し
た
。

JATA役員会とフランス観光開発機構によるミーティング

「日韓観光交流の夕べ」で壇上に揃った日韓両国の関係者

「日韓観光交流の夕べ」で挨拶する
田川 JATA会長



志
村
理
事
長
が
旅
行
市
場
の
現
状
を
説
明

在
京
ア
フ
リ
カ
外
交
団
月
例
会
議
で
講
演

本部支部活動報告
　

J
A
T
A
の
志
村
格
理
事
長
は
12
月
1
日
、

東
京・代
沢
の
ア
ン
ゴ
ラ
大
使
館
で
開
か
れ
た
在

京
ア
フ
リ
カ
外
交
団（
A
D
C
）の
月
例
会
議
で
、

日
本
か
ら
ア
フ
リ
カへの
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
現
状

につい
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
ション
を
行
い
ま
し
た
。

　
A
D
C
は
、ア
フ
リ
カ
54
カ
国
中
、日
本
に
大
使

館
を
置
い
て
い
る
34
カ
国
の
大
使
館
関
係
者
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、1
カ
月
に
1
回
の
頻
度
で
会
議

を
開
き
、5
つ
の
委
員
会
の
報
告
や
外
部
関
係
者

に
よ
る
講
演
な
ど
を
含
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

志
村
理
事
長
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
で
、日
本

人
旅
行
者
の
特
徴
や
日
本
で
の
各
国
に
よ
る
P
R

活
動
の
成
功
事
例
な
ど
につい
て
説
明
し
、出
席
し

た
大
使
館
関
係
者
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
国
を

訪
れ
る
日
本
人
旅
行
者
数
の
増
加
に
向
け
た
取

り
組
み
を
強
化
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　
会
議
に
参
加
し
た
A
D
C
の
メ
ンバ
ー
各
国
関

係
者
も
積
極
的
に
発
言
し
、若
年
層
の
旅
行
者
を

い
か
に
ア
フ
リ
カ
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
ションへ
呼
び
込

む
か
と
いった
課

題
や
外
務
省
に

よ
る
危
険
情
報

へ
の
対
応
方
針

な
ど
に
つい
て
質

問
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、ル
ワ
ン

ダ
の
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ

ア・セ
ブ
ダ
ン
デ
ィ

大
使
は
、「
A
D
C
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
ア
フ
リ
カ

全
体
が
共
同
で
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
ション
の
P
R
を
展

開
し
、ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
に
も
参
加

し
て
旅
行
業
界
や一般
旅
行
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

こ
う
」と
い
う
前
向
き
な
提
案
を
行って
い
ま
す
。

　
ア
フ
リ
カ
か
ら
は
エジ
プ
ト
や
チュニジ
ア
、ボ
ツ
ワ

ナ
な
ど
が
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ンへの
常

連
出
展
国
と
なって
い
る
ほ
か
、南
部
ア
フ
リ
カ
地

域
観
光
機
構（
R
E
T
O
S
A
）が
ア
フ
リ
カ
南
部

地
域
の
15
カ
国
に
よ
る
共
同
出
展
を
行
う
な
ど
、

様
々
な
形
で
出
展
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る一方

で
、業
界
に
とって
未
開
発
の
国
々
も
多
く
、今
後

A
D
C
の
参
加
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

2
0
1
5
年
前
後
に
感
染
が
拡
大
し
た
エ
ボ

ラ
出
血
熱
や一部
地
域
で
の
イ
ス
ラ
ム
国（
I
S
）

に
よ
る
活
動
の
影
響
な
ど
か
ら
、旅
行
需
要
の

減
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
地
域
も
、

2
0
1
6
年
か
ら
復
活
の
兆
し
を
み
せ
て
お
り
、

今
後
、A
D
C
と
旅
行
業
界
と
の
連
携
に
よ
る

様
々
な
取
り
組
み
が
進
む
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

1
月
6
日　
観
光
業
界
新
年
交
礼
会
。

12
月
13
日　
幹
事
会・定
例
会
。

12
月
2
日　
イ
ンバ
ウ
ン
ド
委
員
会
。

12
月
6
日　
L
A
D
Y 

J
A
T
A
委
員
会
。

12
月
8
日　
海
外
旅
行
委
員
会
。

12
月
15
日
〜
17
日 

国
内
販
促
研
修「
石
垣
島
ク

ラ
ブ
メッ
ド
カ
ビ
ラ
＆
八
重
山
諸
島
」。

1
月
6
日　

福
井
地
区
委
員
会「
新
年
賀
詞
交

歓
会
」。

1
月
5
日　
幹
事
会
。

1
月
5
日　
年
賀
会
。

12
月
5
日　

第
2
回
海
外
旅
行
復
活
特
別
プ
ロ

ジェク
ト
会
議
。

12
月
6
日　
第
2
回
役
員
会
。

12
月
13
日
〜
15
日　

J
A
T
A
韓
国
研
修﹇
4

人
﹈。

12
月
15
日　

初
心
者
向
け
苦
情
対
応
セ
ミ
ナ
ー

（
岡
山
）﹇
17
人
﹈。

12
月
15
日　
弁
護
士
に
よ
る
苦
情
対
応
セ
ミ
ナ
ー

（
岡
山
）﹇
30
人
﹈。

12
月
21
日　

鳥
取
県
地
震
支
援
セ
ミ
ナ
ー・現
地

視
察
会（
鳥
取
）。

1
月
6
日　
賀
詞
交
換
会
。

12
月
6
日　
ダ
ムツ
ー
リ
ズ
ム
体
験
会
。

12
月
15
日　
幹
事
会
、支
部
意
見
交
換
会
。

12
月
16
日　
保
険
セ
ミ
ナ
ー
。

アンゴラ大使館で開かれたADCの月例会議

関
東
支
部

東
北
支
部

九
州
支
部

中
部
支
部

北
海
道
支
部

沖
縄
支
部

関
西
支
部

中
四
国
支
部


